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し
て
柏
亭

�
外
文
化
圏
探
求

須

田

喜

代

次

Ⅰ

｢

を
し
ふ
ね
の｣

か
ら

｢
し
ほ
ふ
ね
の｣

へ
の
訂
正

『

森�
外
宛
書
簡
集
２

〈

あ
ー
い〉

編』
(

文
京
区
立
森�
外
記
念
館
、
二
○
一
九
年
七
月)

に
収
め
ら
れ
た
井
上
通
泰
書
簡
に
、
一
九
○

九

(

明
治
四
十
二)

年
三
月
三
十
日
付
の
次
の
よ
う
な
一
通
が
あ
る
。

今
度
歌
学
書
院
ヨ
リ
出
ダ
ス
ベ
キ
小
出
翁
家
集
ニ
梔
花
各
篇
ノ
序
ヲ
一
マ
ト
メ
ニ
シ
テ
載
セ
候
筈
ニ
テ
既
ニ
写
シ
ズ
ミ
活
版
所
ヘ
マ
ハ
ス

迄
ニ
相
成
居
候

イ
ツ
ゾ
ヤ
ノ
御
話
ニ
誤
写
ノ
処
ア
ル
ヤ
ウ
ニ
仰
セ
ラ
レ
キ
ト
オ
ボ
エ
申
候

モ
シ
改
ム
ベ
キ
処
ア
ラ
バ
至
急
小
生
迄
御

通
知
相
成
度
候

三
月
卅
日
夜

内
幸
町

井
上
通
泰

こ
の
井
上
書
簡
を
得
た�
外
は
、
早
速
同
年
四
月
一
日
に

｢

梔
花
集
の
序
の
写
誤
を
正
す
こ
と
を
井
上
通
泰
に
申
し
遣｣

(｢�
外
日
記｣)

っ

て
い
る
。�

外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
三
九

大
妻
国
文

第
51
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『

梔
花
集』

と
は
、
正
確
に
は
前
年
一
九
○
八

(

明
治
四
十
一)

年
六
月
に
西
東
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
小
出
粲

(

１)

の
歌
集

『

梔
花
拾
遺』

の

こ
と
で
、�
外
は
そ
の
上
巻
巻
頭
に

｢

岩
見
の
國
人
源
高
湛｣

名
で
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
序
は
現

『�
外
全
集』

第
三
十
八
巻
に

｢｢

梔
花
拾
遺｣

序｣

と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
本
文
は�
外
が
井
上
に

｢

申
し
遣｣

っ
た
訂
正
形
で
は
な
く
、｢

誤
写
ノ
処｣

が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
巻

｢

後
記｣

の
記
載
に
も
誤
り
が
あ
る
の
で
、
以
下
そ
の
こ
と
を
報
告
し
た
い
。

ま
ず
煩
瑣
で
は
あ
る
が
、
上
記
全
集

｢

後
記｣

を
引
用
す
る
。

明
治
四
十
一
年

(
一
九
○
八)

六
月
二
日
、
西
東
書
房
発
行
の
小
出
粲
著

『

梔
花
拾
遺』

上
巻
の
巻
初
に
別
人
に
よ
る
浄
書
影
印
が
掲

げ
ら
れ
た
。
右
単
行
本
の
本
扉
に
は
表
題
の
ほ
か

｢

小
出
粲
先
生
遺
稿｣

｢

梔
園
蔵
版｣

と
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
四
月
一
日
の
日
記
に

｢

梔
花
集
の
写
誤
を
正
す
こ
と
を
井
上
通
泰
に
申
し
遣
る
。｣

と
あ
る
。

前
回
全
集
の
本
文
は
右
単
行
本
と
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
単
行
本
に
は
振
仮
名
な
く
、
仮
名
に
は
す
べ
て
濁
点
が
な
い
。
日
記
の
文
か

ら
推
し
て
明
治
四
十
二
年
に
再
版
が
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
未
見
で
あ
る
。
よ
っ
て
前
回
全
集
の
所
収
本
文
に
拠
っ
た
。(

傍

線
、
須
田
。
以
下
同
様)

は
じ
め
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
小
出
の
歌
集
は
、
当
該

『

梔
花
拾
遺』

だ
け
で
な
く
、
最
初
の

『

く
ち
な
し
の
花』

(

文
石
堂
、
一
八
九
四
年
三
月)

以
降
、
刊
行
さ
れ
た
四
編
九
冊
、
そ
の
本
文
は
全
て
一
人
の
書
家
に
よ
る
書
を
そ
の
ま
ま
影
印
に
し
た
形
で

世
に
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
書
家
と
は
誰
か
。
そ
れ
は
、
小
出
を
和
歌
の
師
と
す
る
岡
山
高
蔭

た
か
か
げ

に
他
な
ら
な
い
。『

梔
花
拾
遺』

本
文
末
尾
に
は
、｢

明
治
四
十
一
年
五
月
二
十
八
日
東
京
に
て
／
門
人
岡
山
高
蔭
／
謹
識｣

と
の
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
こ
そ
が
全
集
後

記
に
言
う

｢

別
人｣

の
正
体
で
あ
る
。
岡
山
に
関
し
て
は
、
後
に
詳
述
す
る
が
、
井
上
が

｢

誤
写｣

と
言
い
、�
外
が

｢

写
誤｣

と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
い
る
の
は
、�
外
の
元
原
稿
を
岡
山
が
誤
っ
て
筆
に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。｢

誤
植｣

と
は
違
う
。

一
四
〇



ま
た
、
揚
げ
足
取
り
と
の
誹
り
を
免
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、『

梔
花
拾
遺』

に
再
版
本
は
な
い
。
本
稿
冒
頭
井
上
書
簡
に
見
え
る
、
い

ま
刊
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
と
は
別
の
一
九
○
九

(

明
治
四
十
二)

年
八
月
五
日
、
歌
学
書
院
発
行
の
中
川
恭
次
郎
編

『

小
出
粲

翁
家
集』
の
こ
と
な
の
だ
。
こ
ち
ら
の
本
文
は
、
岡
山
書
写
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
て
活
字
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
巻
頭
に
、

こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
四
編
の
歌
集
の
序
、
す
な
わ
ち

｢

梔
花
初
篇
序｣

、｢

梔
花
続
編
序｣

、｢

梔
花
後
編
序｣

に
続
い
て
、�
外
の

｢

梔
花
拾

遺
序｣

が
載
せ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
井
上
が

｢

小
出
翁
家
集
ニ
梔
花
各
篇
ノ
序
ヲ
一
マ
ト
メ
ニ
シ
テ
載
セ
候｣

と
言
う
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て

本
書
掲
載
の�
外

｢
梔
花
拾
遺
序｣

本
文
を
見
る
と
、
井
上
に

｢

申
し
遣｣

っ
た
本
文
訂
正
が
反
映
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

問
題
箇
所
は�
外
序
文
の
冒
頭
近
く
に
あ
る

(

本
稿
末
尾

【

資
料
１】

参
照)

。
現
全
集
掲
載
本
文

(

そ
れ
は

『

梔
花
拾
遺』

本
文
で
あ
る

わ
け
だ
が)

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

(『�
外
全
集』

第
三
十
八
巻
、
一
九
九
頁
本
文
四
行
目)

。

…
か
れ
呉
竹
の
世
々
に
う
つ
り
か
は
れ
る
や
ま
と
歌
の
意

こ
ゝ
ろ

言
こ
と
ば

と
風
の
音
の
遠
き
国
々
の
情

な
さ
け

抒の

ば
へ
う
た
の
む
か
し
今
の
さ
ま
と
を
を

し
ふ
ね
の
並
べ
か
む
が
ふ
る
に
朝
鳥
の
か
よ
へ
る
ふ
し
な
む
多
か
り
け
る
…

そ
し
て
、
右
傍
線
部

｢

を
し
ふ
ね
の｣

が
、『

小
出
粲
翁
家
集』
に
お
い
て
、｢

し
ほ
ふ
ね
の｣

に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

｢

し
ほ
ふ
ね
の｣
(｢

潮
舟
の｣

｢

汐
舟
の｣)

は
、｢

並
ぶ｣

｢

置
く｣
に
掛
か
る
枕
詞
で
あ
る
か
ら
、｢

並
べ｣

と
い
う
語
が
引
き
続
い
て
出
て

く
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
は
た
し
か
に

｢

を
し
ふ
ね
の｣

で
は
お
か
し
い
。
意
味
が
通
じ
な
い
。
直
後
の

｢

朝
鳥
の｣

は

｢

通
ふ｣

に
掛

か
る
枕
詞
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で�
外
は
二
つ
の
枕
詞
を
対
に
し
た
修
辞
的
な
文
章
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
片
方
が
間
違
っ
て

い
て
は
、
せ
っ
か
く
の
工
夫
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。

当
該
箇
所
は
、
歌
集

『

梔
花
拾
遺』

巻
頭
、
一
頁
目
最
終
行
に
あ
る
の
で
、�
外
に
は
余
計
気
に
な
っ
た
箇
所
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
刊

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
四
一



行
後
、
い
つ
の
時
点
で
か
不
明
で
は
あ
る
け
れ
ど
、�
外
は
そ
の
こ
と
を
親
し
い
井
上
通
泰

(

２)

に
話
し
た
。
そ
れ
を
通
泰
は
覚
え
て
い
て
、
冒
頭

に
見
た
書
簡
の
文
言
に
現
れ
た
に
違
い
な
い
。

他
に
も

『

梔
花
拾
遺』

序
と

『

小
出
粲
翁
家
集』

収
録

｢

梔
花
拾
遺
序｣

に
は
、
例
え
ば
平
仮
名
表
記
が
漢
字
に
変
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
た

類
の
細
か
な
違
い
は
見
ら
れ
る
の
だ
が
、�
外
が
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

｢

誤
写｣

と
言
え
る
よ
う
な
箇
所
は
、
こ
の
一
箇
所
だ
け
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
全
集
三
十
八
巻
に

｢｢

梔
花
拾
遺｣

序｣

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
は
、『

小
出
粲
翁
家
集』

収
録
形
に
改
め
る
必
要

が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
際

｢

後
記｣

の
訂
正
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

Ⅱ

書
家
・
岡
山
高
蔭
と�
外

自
ら
小
出
粲
の

｢

門
人｣

と
記
し
、
師
で
あ
る
小
出
の
歌
集
全
て

(

題
簽
・
見
返
し
・
序
文
・
本
文
の
文
字
全
て)

に
自
身
の
筆
を
揮
う
と

い
う
形
で
そ
の
上
梓
に
関
わ
っ
た
岡
山
高
蔭
は
著
名
な
書
家
で
あ
る
。

奥
山
錦
洞

『

日
本
書
道
史』

(

清
教
社
、
一
九
四
一
年
十
二
月
、
以
下

『

書
道
史』

と
略
記)

、
岡
山
泰
四

(

３)

著
、
岡
山
重
夫
編

『

書
家
・
歌
人

岡
山
高
蔭
の
伝
と
作
品』

(

芸
術
新
聞
社
、
二
○
一
八
年
七
月
、
以
下

『

伝
と
作
品』

と
略
記)

に
拠
り
な
が
ら
、
ま
ず
そ
の
生
涯
を
簡
単

に
お
浚
い
し
て
お
き
た
い
。

彼
は
、
一
八
六
六

(

慶
応
二)

年
五
月
二
十
五
日
、
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
実
家
は
質
屋
を
家
業
と
し
て
い
た
旧
家
の
素
封
家
。
年
少
の
頃
か

ら
書
道
に
熱
心
で
、
初
め
は
恒
川
宕
谷

(

一
八
二
九

一
九
○
七)

、
次
い
で�
外
と
も
因
縁
浅
か
ら
ぬ
巌
谷
小
波

(

４)

の
父
で
あ
る
、
巌
谷
一
六

(

一
八
三
四

一
九
○
五)

に
師
事
し
た
。
は
じ
め

｢

漢
字
を
懸
命
に
臨
書
し
て
勉
強
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が｣

、
あ
る
日

｢

平
安
朝
の
美
事

な
仮
名
を
見
て｣

仮
名
の
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
の
だ
と
い
う

(『

伝
と
作
品』)

。
ま
た
和
歌
は
前
述
し
た
よ
う
に
小
出
粲
を
師
と
し
、｢

旧
派
歌

一
四
二



人
中
清
新
の
歌
風
を
以
て
聞
え
て
ゐ
る｣

と
さ
れ
る

(『

書
道
史』)

。
小
出
没
後
は
、
井
上
通
泰
に
接
近
し
た
。
歌
集
と
し
て

『

高
蔭
三
百
首』

(
話
雲
閣
、
一
九
二
一
年
九
月)

、『

高
蔭
千
首』

(

話
雲
閣
、
一
九
二
二
年
十
二
月)

が
あ
る
。
一
九
四
五

(

昭
和
二
十)

年
七
月
二
十
九
日
、

満
七
十
九
歳
で
死
去
。

そ
の
岡
山
高
蔭
は
、
個
人
的
に
も�
外
と
交
流
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

�
外
の
日
記
に
、
初
め
て
岡
山
が
登
場
す
る
の
は
、
一
九
○
八

(

明
治
四
十
一)

年
四
月
十
九
日
、
こ
の
日
は
山
県
有
朋
邸
・
椿
山
荘
で
常

磐
会
が
開
催
さ
れ
た
日
で
あ
っ
た
。

椿
山
荘
に
徃
く
。
岡
山
高
蔭
と
相
見
る
。([

欄
外]

に
は
、｢

午
後
四
時
椿
山
荘｣

と
あ
る
。)

こ
の
日
を
初
め
と
し
て
岡
山
の
名
は
、
翌
一
九
○
九
年
に
掛
け
て
、
か
な
り
の
頻
度
で�
外
日
記
に
登
場
す
る

(

５)

(

た
だ
し
一
九
一
○
年
以
降

の

｢�
外
日
記｣

に
は
、
岡
山
の
名
は
登
場
し
な
い)

。
そ
れ
は
、
同
年
五
月
十
七
日
日
記
に
、｢

午
後
常
磐
会
に
椿
山
荘
に
徃
く
。
白
石
資
鉄
、

岡
山
高
蔭
与
る｣

と
あ
る
記
述
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
一
九
○
六
年
六
月
十
日
夜
、
日
本
橋
浜
町
の
料
亭
・
常
磐
で
の
会

合
を
き
っ
か
け
に
、
同
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
歌
会
・
常
磐
会
に
関
連
し
た
交
際
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
常
磐
会
選
者
の
一

人
が
、
小
出
粲
に
他
な
ら
な
い
。｢

小
出
粲
の
紹
介
で
常
磐
会
に
出
席
し
、
書
記
的
な
役
割
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る｣

と
は
岡
山
泰
四
の
言

だ
が

(『

伝
と
作
品』)

、｢�
外
日
記｣

中
に
見
え
る

｢

与
る｣

と
い
う
表
現
か
ら
し
て
も
、
お
そ
ら
く
岡
山
泰
四
の
推
測
は
間
違
っ
て
は
い
ま

い
。
因
み
に
彼
と
並
ん
で
そ
の
名
が
上
が
っ
て
い
る

｢

白
石
資
鉄｣

も
ま
た
、
小
出
門
下
を
経
て
こ
の
時
期
井
上
通
泰
系
に
属
し
て
い
た
歌
人

で
あ
る
。

早
い
時
期
に
常
磐
会
関
係
の
資
料
を
精
査
し
た
坂
本
秀
次
に
、
一
九
○
六

(

明
治
三
十
九)

年
六
月
か
ら
一
九
二
二

(

大
正
十
一)

年
二
月

の
山
県
有
朋
の
死
ま
で
、
都
合
十
六
年
間
、
全
百
八
十
五
回
開
催
さ
れ
た
常
磐
会
に
出
詠
し
、
そ
の
歌
が
選
者
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
出
詠
者

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
四
三



を
丹
念
に
調
査
し
た

｢｢

た
づ
ぞ
の｣

か
ら
み
た
常
磐
会｣

(『�
外』

26
、
一
九
八
○
年
一
月)

と
い
う
労
作
が
あ
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
最

も
出
詠
数
が
多
い
の
は
、
山
県
有
朋
で
二
○
八
首
。
こ
れ
は
常
磐
会
の
中
心
に
山
県
が
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
と
も
言

え
る
結
果
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
山
県
に
続
い
て
も
う
一
人
い
る

｢

二
百
首
以
上
の
出
詠
者｣

が
、
岡
山
高
蔭
な
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
二

○
三
首
選
ば
れ
て
い
る
。
三
番
目
に
多
い

｢

外
山
且
正｣

の
一
三
○
首
と
比
し
て
も
ず
い
ぶ
ん
と
数
が
多
く
、
さ
ら
に
は
白
石
資
鉄
五
十
八
首
、

森
高
湛
四
十
四
首
と
比
べ
て
も
抜
群
の
数
で
あ
る
。
岡
山
の
常
磐
会
へ
の
熱
心
な
関
わ
り
方
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
常
磐
会
と
い
う
場
を
通

じ
て
、�
外
と
の
交
流
も
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

例
え
ば
、
や
は
り
一
九
○
八
年
の
五
月
十
三
日

｢�
外
日
記｣

の

[

欄
外]

に

｢

朝
岡
山
来
省｣

と
の
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
翌
十
四
日
の

[

欄
外]

に
も

｢

朝
岡
山
来
省｣
と
い
う
全
く
同
じ
文
面
が
見
え
、
当
日
日
記
本
文
に
は
、｢

朝
岡
山
高
蔭
来
話
す｣

と
の
記
載
が
あ
る
。
平
日

(

十
三
日
は
水
曜
日
、
十
四
日
は
木
曜
日)

の
朝
、
わ
ざ
わ
ざ
陸
軍
省
に
森
林
太
郎
陸
軍
省
医
務
局
長
を
訪
ね
ね
ば
い
け
な
か
っ
た
用
事
と
は

い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
次
の
日
曜
日
、
五
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
常
磐
会
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
岡
山
は
書
記
役
と
し
て
参
加
し

た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
わ
ざ
わ
ざ
陸
軍
省
に
出
向
い
て
報
告
、
も
し
く
は
何
ら
か
の
相
談
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。

な
ぜ
こ
ん
な
取
る
に
足
ら
な
い
、
些
細
な
こ
と
に
わ
た
く
し
が
こ
だ
わ
る
の
か
と
い
う
と
、
翌
一
九
○
九

(

明
治
四
十
二)

年
十
一
月
十
六

日

(

火)

の

｢�
外
日
記｣

に
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

朝
岡
山
高
蔭
山
県
公
の
命
を
帯
び
て
陸
軍
省
に
来
ぬ
。

こ
の

｢

命｣

が
何
を
指
す
の
か
、
も
ち
ろ
ん
分
か
ら
な
い
。
時
期
的
に
考
え
て
、
こ
の
年
二
月
二
十
一
日
に
小
田
原
の
古
稀
庵
で
常
磐
会
が

開
催
さ
れ
た
際
委
嘱
さ
れ
た

(

６)

、｢

古
稀
庵
記｣

に
関
わ
る
こ
と
か
と
も
推
測
さ
れ
な
く
は
な
い
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
二
週
間
後
の
同
年
十
一

一
四
四



月
三
十
日
日
記
に
あ
る

｢

岡
山
高
蔭
来
て
絹
と
筆
と
を
置
き
て
行
く
。
古
稀
菴
記
を
書
か
ん
料
な
り｣

と
い
う
記
述
と
重
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

に
思
う
。
断
言
は
で
き
な
い
が
、｢

命
を
帯
び｣

る
と
い
う
表
現
は
、
そ
う
し
た
個
人
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
う
少
し
重
い
内
容
を
想
起
さ

せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

｢

古
稀
庵
記｣

に
関
し
て
は
、�
外
は
苦
心
の
末
そ
れ
を
十
二
月
十
一
日
に

｢

浄
書｣

し
終
え
る

(｢

古
稀
庵
を
浄

書
す
。｣)
の
だ
が
、
そ
の
後�
外
は
、
同
十
三
日
に

｢

午
前
岡
山
高
蔭
に
山
県
公
の
存
す
や
を
問
は
せ
し
に
、
猶
古
稀
庵
に
お
は
す
と
答
ふ｣

と
い
う
行
動
を
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り�
外
は
知
ら
な
い
山
県
の
動
向
を
、
岡
山
が
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
日
後
の
十
六
日

に

｢

椿
山
荘
に
ゆ
く
に
、
猶
小
田
原
に
お
は
す
と
云
ふ｣

と
い
う
こ
と
で
無
駄
足
を
踏
ん
だ�
外
は
、
十
二
月
二
十
二
日
に
な
っ
て
や
っ
と

｢

山
県
公
有
朋
小
田
原
よ
り
帰
ら
せ
給
ふ
と
聞
き
、
古
稀
庵
記
を
椿
山
荘
へ
持
ち
ゆ
く｣

こ
と
が
で
き
た
。
憶
測
に
憶
測
を
重
ね
る
よ
う
な
こ

と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
見
て
く
る
と
、�
外
の
元
に
山
県
帰
京
の
一
報
を
入
れ
た
の
は
、
岡
山
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
て
山
県
公
に
接
す
る
機
会
も
多
く
、
非
常
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
、
よ
く
呼
び
出
さ
れ
、
い
わ
ば
四
六
時
中
、
山
県
邸
に
出
入
り
し

て
い
た
。(

略)

ま
た
、
山
県
公
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
み
た
い
な
こ
と
も
し
て
い
た
こ
と
が
、�
外
の
日
記

(

別
掲)

に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
私
設
秘
書
的
な
役
目
も
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
岡
山
泰
四
は
述
べ
る
が

(『

伝
と
作
品』)

、
た
し
か
に�
外
と
山
県
の
間
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
パ
イ
プ
役
を
岡
山
が
果
た
し
て
い
た
可
能
性

は
大
き
い
。
そ
れ
だ
け
の
信
頼
を
、
岡
山
は
少
な
く
と
も
山
県
か
ら
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
岡
山
家
に
は
、
高
蔭
宛
の
山
県
書
簡

が

｢

非
常
に
太
い
二
軸
の
巻
子
本
に
仕
立
て
て｣

｢

い
つ
も
床
の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た｣

の
だ
と
い
う
。

そ
の
な
か
に
は
、
常
磐
会
の
こ
と
や
公
の
も
と
に
出
入
し
て
い
た
人
々
の
動
静
と
か
、
或
は
政
治
史
の
裏
面
を
物
語
る
よ
う
な
資
料
と
な

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
四
五



る
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
つ
で
も
読
め
る
状
態
に
あ
っ
た
の
に
、
つ
い
私
は
ひ
も
と
い
て
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、

今
に
な
っ
て
残
念
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
戦
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
た
岡
山
泰
四
の
言
で
あ
る
。

Ⅲ

｢

森�
外
氏
引
札
を
書
く｣

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な�
外
と
岡
山
高
蔭
に
、
若
き
画
家
石
井
柏
亭
が
加
わ
っ
て
成
さ
れ
た
小
さ
な
仕
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
文

学
者
と
書
家
と
画
家
と
の
コ
ラ
ボ
で
あ
る
。

そ
れ
は

『

読
売
新
聞』

一
九
一
○

(

明
治
四
十
三)

年
十
二
月
二
十
三
日
三
面
に
掲
載
さ
れ
た

｢

森�
外
氏
引
札
を
書
く
／
石
井
柏
亭
氏
の

画

蔵
多
家
の
所
望｣

と
題
さ
れ
た
記
事
に
見
え
る
も
の
で
、
こ
の
記
事
自
体
は
、
現

『�
外
全
集』

第
三
十
八
巻
に

｢

蔵
多
家
引
札｣

と

し
て
収
録
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
以
下
に
見
る
よ
う
に
、｢

蔵
多
家
引
札｣

は�
外
文
章
の
題
名
で
は
な
く
、
全
集
編
者
が
内
容
か

ら
判
断
し
て
付
け
た
題
名
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
現
行
全
集
本
文
で
は
、
こ
の
試
み
に
岡
山
高
蔭
の
参
与
が
全
く
窺
え
な
い
こ
と
、
か
ら
こ
れ

ま
た
以
下
に
些
細
な
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

本
稿
末
尾
に
そ
の
新
聞
記
事
の
コ
ピ
ー

(【

資
料
２】)

を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
で
は
そ
の
詳
細
を
判
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
以
下
全
集
を
参
照
す
れ
ば
済
む
こ
と
な
の
だ
が
、
新
聞
記
事
に
即
し
て
全
文
を
起
こ
し
て
み
る

(

原
文
は
記
事
の
部
分
の
み
総
ル
ビ
、�

外
文
章
に
は
ル
ビ
無
し
だ
が
、
全
て
省
略
す
る)

。

一
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●
森�
外
氏
引
札
を
書
く

石
井
柏
亭
氏
の
画

蔵
多
家
の
所
望

日
本
橋
檜
物
町
の
割
烹
店
蔵
多
家
主
人
の
懇
望
に
よ
り
森�
外
氏
は
珍
ら
し
く
も
同
家
の
引
札
に
筆
を
執
り
石
井
柏
亭
氏
の
画
と
ゝ
も
に

左
の
如
き
も
の
を
作
り
上
げ
た
り
、
パ
ル
ナ
ス
、
ア
ン
ビ
ユ
ラ
ン
な
ど
に
見
た
る�
外
氏
が
諷
刺
の
筆
と
は
ま
た
ガ
ラ
リ
と
趣
き
変
り
て

蜀
山
人
あ
た
り
に
似
通
へ
る
節
を
見
る
こ
と
、
実
に
氏
の
多
趣
味
に
驚

く
べ
し
。
因
に
蔵
多
家
は
祖
先
が
豆
腐
屋
よ
り
仕
上
げ
た
る
も
の
ゝ
由

に
て
引
札
中

｢

空
也
豆
腐
云
々｣

の
文
字
あ
り
、
尚
同
家
は
先
頃
火
災

に
罹
り
て
新
築
し
た
る
も
の

(

桃
色
紙
に
刷
る)

こ
の
年
の
六
月
、『

中
央
公
論』

に
発
表
さ
れ
た

｢

ル
・
パ
ル
ナ
ス
・
ア

ン
ビ
ユ
ラ
ン｣

と
い
う�
外
作
品
が
対
照
さ
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
珍
し
い

�
外

｢

作
品｣

で
あ
る
。
上
掲
囲
み
を
施
し
た
箇
所
が
、
当
該

｢

引
札｣

に

当
た
る
部
分
な
の
だ
が
、
こ
の
文
字
が
岡
山
高
蔭
の
書
な
の
で
あ
っ
た
。
現

全
集
本
文
は

｢�
外
漁
史
高
湛

印｣

ま
で
の
紹
介
で
あ
り
、
傍
線
部
は

起
こ
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
仕
事
に
関
す
る
岡
山
の
関
わ
り
は
全
く
見

え
な
い
。
ま
た
、
こ
の

｢

引
札｣

の
存
在
は
、
前
述

『

伝
と
作
品』

に
も
紹

介
さ
れ
て
い
な
い
。

｢�
外
日
記｣
に
拠
れ
ば
、
一
九
一
○

(

明
治
四
十
三)

年
十
一
月
二
十

一
日
に
、｢

小
糸
悦
之
助
蔵
多
家
の
事
を
嘱
す｣

、
そ
し
て
同
年
十
二
月
四
日

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
四
七

と
う
ふ
女
也

�����名
は
空
也
豆
腐
の
寂
ひ
を

伝
ふ
れ
と
今
め
か
し
き
文
化
の

果
実
を
も
棄
て
す
さ
り
と
て

洋
風
の
真
似
事
に
日
本
料
理
の
特
色
を

失
は
ん
は
暖
簾
の
恥
な
る
へ
し
東
に
常
磐

あ
り
北
に
八
百
膳
あ
り
て
こ
れ
も
食
饌
に
縁

な
る
鼎
の
足
の
勢
を
な
さ
ん
と
す
な
る
こ
の

蔵
多
家
の
主
人
の
志
を
誰
か
は
壮
な
り
と

せ
さ
ら
ん
爰
に
火
後
の
経
営
新
に
成
れ
る
日

主
人
に
代
り
て
一
文
を
艸
し
四
方
同
嗜
の

客
に
檄
す
と
云
爾�

外
漁
史
高
湛

印

岡
山
高
蔭
書

印



に
｢

小
糸
悦
之
助
に
蔵
多
家
の
刷
物
を
書
き
遣
す｣

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
件
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
糸
悦
之
助

が
蔵
多
家
関
係
者

(

先
の

『

読
売
新
聞』

記
事
は
、｢

日
本
橋
檜
物
町
の
割
烹
店
蔵
多
家
主
人
の
懇
望｣

と
す
る)

で
あ
る
こ
と
は
当
然
推
測

で
き
る
が
、
わ
た
く
し
は
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
素
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。｢�
外
日
記｣

に
小
糸
が
登
場
す
る
の
も
右
両
日

だ
け

(

７)

で
あ
り
、
両
者
に
そ
れ
ほ
ど
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
何
故�
外
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
か
、
こ
れ
も
不
明

で
あ
る
。
た
だ
読
売
記
事
が
こ
う
し
た
文
学
者�
外
の
言
動
に
、｢

蜀
山
人
あ
た
り
に
似
通
へ
る
節｣

を
見
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。�
外
と

い
う
文
学
者
の
中
に
、
近
世
文
学
者
の
血
脈
を
垣
間
見
る
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、
で
あ
る
。

｢

蔵
多
家｣

に
関
し
て
は
、
一
九
○
七

(

明
治
四
十)

年
四
月
晴
光
館
書
店
発
行
、
春
曙
居
士
編

『

東
京
番
付
案
内』

に
収
め
ら
れ
た

｢

料

理
屋
見
立｣

に
、｢

前
頭

日
、
檜
物

倉
田
屋

(

８)｣

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に

｢

東
に
常
磐
あ
り
北
に
八
百
膳
あ
り
て
こ
れ
も
食
饌

に
縁
な
る
鼎
の
足
の
勢
を
な
さ
ん｣
と
の
文
言
が

｢

引
札｣

中
に
あ
る
が
、
右

｢

料
理
屋
見
立｣

で
は
、｢

濱
二

常
盤

(

マ
マ)

屋｣

は

｢

行
司｣

に
、

｢

浅
草
、
吉
野

八
百
善｣

は

｢

大
関｣
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
森
利
助

『

東
亰
案
内』

森
集
画
堂
、
一
九
○
九
年
六
月)

収
録

｢

食
通
案
内｣

に
も
、
日
本
橋
檜
物
町

｢

倉
田
屋｣
と
い
う
名
は
、
浅
草
区
吉
野
町

｢

八
百
善｣

と
共
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
著
名
な
料

亭
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の�
外
文
、
高
蔭
筆
の

｢

引
札｣

に
、｢

と
う
ふ
女｣

の
画
を
添
え
た
の
が
、
石
井
柏
亭
な
の
で
あ
っ
た
。
描
か
れ
て
い
る

｢

と

う
ふ
女｣

の
右
に

｢

柏｣

を
○
で
囲
ん
だ
柏
亭
の
サ
イ
ン
が
見
え
る
。
一
八
六
二

(

文
久
二)

年
生
ま
れ
の�
外
、
一
八
六
六

(

慶
応
二)

年

生
ま
れ
の
高
蔭
に
、
一
八
八
二

(

明
治
十
五)

年
生
ま
れ
と
一
世
代
若
い
柏
亭
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

｢

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
二
十
一
番
地｣

に
あ
っ
た�
外
邸
と
道
路
一
つ
隔
て
た

｢

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
林
町｣

、
そ
の
八
番
地
、
そ
し
て
同

百
八
十
三
番
地

(

９)

に
住
ん
で
い
た
石
井
柏
亭
と�
外
と
の
関
係
が
密
に
な
る
の
は
、
二
年
前
の
一
九
○
八

(

明
治
四
十
一)

に
遡
る
。
そ
の
年
、

六
月
三
日
の

｢�
外
日
記｣

に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

一
四
八



F
estspiele

の
画
を
石
井
柏
亭
に
、
其
印
刷
を
高
橋
金
四
郎
に
托
す
。

こ
れ
が
柏
亭
の

｢�
外
日
記｣

初
登
場
で
あ
る
。｢F

estspiele｣

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
々
来
日
す
る
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ

(

同
年
六
月

十
二
日

｢
午
前
十
一
時
半R

obert
K
och

及
夫
人
を
新
橋
に
迎
ふ
。｣

｢�
外
日
記｣)

歓
迎
の
た
め
に
、
同
月
十
六
日
歌
舞
伎
座
で
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
歌
舞
伎
観
劇
会
用
に
用
意
さ
れ
た
鑑
賞
の
手
引
き
と
も
言
う
べ
き
小
冊
子
の
こ
と
で
、
そ
の
表
紙
絵
を
柏
亭
に
依
頼
し
た
の
だ
っ

だ
。�
外
自
身
は
こ
の

｢
独
逸
文
ノ
筋
書

(�)｣

を
、
繁
忙
の
中
、
六
月
二
日

｢

一
晩
徹
夜
シ
テ
書
イ｣

(｢F
estspiele

ニ
就
テ｣

『

陸
軍
軍
医
会

雑
誌』

第
百
七
十
一
号
、
一
九
○
八
年
六
月
。｢

夜F
estspiele

を
草
す
。｣

｢�
外
日
記｣)

て
い
る
。
そ
の
足
で
翌
朝
柏
亭
に
依
頼
し
た
の
で

あ
る
。
翌
六
月
四
日
に
は

｢

柏
亭
の
画
を
印
刷
会
社
に
送
る｣

と
あ
り
、
い
か
に
急
ピ
ッ
チ
で
成
さ
れ
た
仕
事
で
あ
る
か
が
分
か
る
。
柏
亭
は

そ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

こ
れ
は
コ
ッ
ホ
歓
迎
の
演
劇
が�
外
等
の
肝
煎
に
よ
っ
て
催
さ
れ
る
に
つ
い
て
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
を
私
が
頼
ま
れ
て
描
い
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
日
記
で
見
る
と
三
日
そ
の
出
勤
が
け
に
、
サ
ー
ベ
ル
の
音
を
さ
せ
た�
外
が
私
の
玄
関
を
訪
れ
て
親
ら
こ
れ
を
頼
ま
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
四
日
に
印
刷
へ
廻
し
た
と
あ
る
か
ら
、
実
に
大
急
ぎ
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
出
し
も
の
が
道
成
寺
、
曽
我
、

千
本
桜
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
そ
の
表
紙
へ
道
成
寺
を
描
い
た
。
独
逸
文
の
文
字
は
私
の
が
面
白
く
な
い
と
思
っ
た

ら
し
く
、
あ
と
で
出
来
た
の
を
見
る
と�
外
の
手
で
そ
れ
を
イ
タ
リ
ッ
ク
風
に
改
め
て
あ
り
、
確
か
に
そ
の
方
が
し
ゃ
れ
て
い
た
。(『

柏

亭
自
伝』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
一
年
七
月)

柏
亭
は

｢

千
駄
ヶ
谷
時
代
の
新
詩
社
の
月
次
会
に
は
私
も
同
席
し
、
馬
場
、
上
田
の
諸
先
輩
や
、
高
村
、
平
野
、
茅
野
、
北
原
、
吉
井
、
長

田
、
太
田
、
栗
山
等
の
諸
同
人
と
会
し
た｣

と
す
る
よ
う
に
新
詩
社
と
の
関
係
が
早
く
か
ら
あ
り
、
一
九
○
二

(

明
治
三
十
五)

年
か
ら
は

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
四
九



『
明
星』

に
も
挿
絵
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
う
し
た
関
係
も
あ
っ
て
、
柏
亭
登
用
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
柏
亭
は�
外
と
親
し
く
交
わ
り

を
結
ぶ
よ
う
に
な
り
、｢

夕
に
短
詩
会
を
催
す
。
森
田
米
松
、
石
井
柏
高

(

亭)

臨
時
に
列
席
す｣

(

一
九
○
九
年
十
一
月
六
日
、｢�
外
日
記｣)

と
あ
る
よ
う
に
、�
外
邸
で
開
催
さ
れ
て
い
た
観
潮
楼
歌
会
に
も
顔
を
出
し
た
り
し
て
い
る
。

そ
の
柏
亭
は
、
一
九
一
○
年
十
一
月
二
十
八
日
に�
外
邸
を
訪
れ
て
い
る

(｢

夜
石
井
満
吉
来
話
す
。｣

｢�
外
日
記｣)

。
折
か
ら
彼
は
十
二

月
十
日
、
横
浜
か
ら
の
渡
欧
を
控
え
て
い
た

(

帰
国
は
一
九
一
二
年
十
月)

。
し
た
が
っ
て
こ
の
日
の�
外
邸
訪
問
が
、
そ
の
渡
欧
の
挨
拶

(�)

で

あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
十
一
月
二
十
一
日
に�
外
が
依
頼
を
受
け
た
前
掲

｢

蔵
多
家｣

｢

引
札｣

に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
判
断
し
に

く
い
。
と
も
あ
れ
前
述
し
た

｢F
estspiele

の
画｣

の
時
の
こ
と
を
思
え
ば
、｢

と
う
ふ
女｣

の
画
な
ど
朝
飯
前
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
仕
事
に
関
す
る
こ
と
は
、
そ
の

｢F
estspiele

の
画｣

と
は
違
い
、
先
に
見
た
岡
山
に
関
す
る

『

伝
と
作
品』

同
様
、
柏

亭
自
伝
の
類
に
は
一
切
登
場
し
な
い
。

つ
ま
り
そ
れ
は
、
こ
の
些
細
な
コ
ラ
ボ
が
、
岡
山
高
蔭
に
と
っ
て
も
、
石
井
柏
亭
に
と
っ
て
も
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
本
務
の

余
暇
の
ほ
ん
の
片
手
間
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん�
外
森
林
太
郎
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
に
は
違
い

な
い
。
違
い
は
な
い
の
だ
が
、
高
蔭
と
柏
亭
を
直
接
結
び
つ
け
る
糸
は
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
こ
の
コ
ラ
ボ
は
、
そ
の
中
核
に
い
た�
外
を
抜

き
に
し
て
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、
取
る
に
足
ら
な
い
些
細
な
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
当
代
文
化
人
同
士
の
交
流
と
い
う
、

豊
か
な�
外
文
化
圏
と
も
言
う
べ
き
も
の
の
一
端
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
こ
の

｢

引
札｣

と
呼
応
す
る
、
半
年
ほ
ど
後
の
や
は
り

『

読
売
新
聞』

一
九
一
一

(

明
治
四
十
四)

年
五
月
二
十
三
日
五
面
掲
載
、

｢

引
札
文
学｣

な
る
記
事
の
導
入
部
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一
五
〇



引
札
文
学

森�
外
氏
が
料
理
店
蔵
多
家
の
引
札
を
書
き
、
石
井
柏
亭
氏
が
そ
れ
に
絵
を
描
い
た
の
は
、
柏
亭
氏
洋
行
前
の
事
で
あ
る
が
、
今
回
又
岡

野
知
十
氏
は
茶
寮
天
然
自
笑
軒
の
為
め
に
左
の
洒
落
文
を
書
き
保
壽
堂
好
み
の
刷
物
に
し
た
相
だ

(�)

。

注

(

１)

小
出
粲

(

こ
い
で
・
つ
ば
ら
、
一
八
三
三

一
九
○
八)

は
、
宮
内
省
文
学
御
用
掛
、
御
歌
所
主
事
を
務
め
た
歌
人
。
一
八
九
四

(

明
治
二
十
七)

年
刊
行
の

『

く
ち
な
し
の
花』

雪
・
月
・
花
三
巻
を
皮
切
り
に
、
没
後
刊
行
の

『

梔
花
拾
遺』

上
・
下
二
巻
ま
で
四
編
九
冊
の
歌
集
を
刊
行
し
た
。
一

九
○
八

(

明
治
四
十
一)
年
四
月
十
五
日
逝
去
。
そ
の
死
の
報
を
受
け
た�
外
は
、｢

朝
小
出
粲
の
十
五
日
に
み
ま
か
り
し
を
聞
き
て
徃
き
て
弔
ふ
。

病
は
肺
炎
に
て
入
澤
達
吉
治
療
せ
り
き
と
、
柩
の
ほ
と
り
に
あ
り
し
森
田
義
郎
語
る
。
／
お
も
白
い
お
や
ぢ
と
春
の
つ
れ
て
行
く｣

と
そ
の
日
記

(

同

年
四
月
十
七
日)

に
書
き
記
し
、
同
月
二
十
一
日

｢

小
出
粲
の
葬
を
送
り
て
谷
中
斎
場
に｣

赴
い
て
い
る
。
な
お
、
森
田
義
郎

(

一
八
七
八

一
九
四

○)

は
、
子
規
門
下
の
歌
人
で
、
こ
の
時
期
は

『

心
の
花』

に
拠
っ
て
い
た
。

(

２)�
外
と
井
上
通
泰
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、
常
磐
会
を
中
心
に
し
て
、
拙
稿

｢｢

少
々
我
儘
ナ
ル｣�
外
と

｢

癇
癪
持｣

通
泰
と
の
交
情

森�

外
宛
井
上
通
泰
書
簡
を
巡
っ
て

｣
(『

森�
外
宛
書
簡
集
２

〈

あ

い〉

編』
(

文
京
区
立
森�
外
記
念
館
、
二
○
一
九
年
七
月))

に
お
い
て
、

若
干
の
考
察
を
試
み
た
。

(

３)

岡
山
泰
四

(

一
九
○
八

一
九
九
五)

は
、
岡
山
高
蔭
の
四
男
。
ま
た
編
者
で
あ
る
岡
山
重
夫

(

一
九
四
三

)

は
、
岡
山
泰
四
の
三
男
。

(

４)

小
波
の
名
を
一
躍
高
か
ら
し
め
た

｢

少
年
文
学
叢
書｣

第
一
編
、『

こ
が
ね
丸』

(

博
文
館
、
一
八
九
一
年
一
月)

に
、�
外
は

｢

少
年
文
学
序｣

(

後
に

『

月
草』

収
録
時
に
改
題
さ
れ

｢

少
年
文
学
に
題
す｣

と
し
て

『�
外
全
集』

第
二
十
二
巻
に
収
録)

と
題
し
た
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の

序
文
が
、
小
波
か
ら
の
度
重
な
る
懇
請
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
前
記

『

森�
外
宛
書
簡
集
２

〈

あ

い〉

編』

収
録

[

一
三
五]

〜

[

一

三
七]�
外
宛
小
波
書
簡
か
ら
窺
え
る
。

(

５)

青
田
寿
美

｢『�
外
全
集』

第
三
十
五
巻

日
記
索
引

(

人
名
篇)｣

(『

森�
外
研
究』

９
、
和
泉
書
院
、
二
○
○
二
年
九
月)

。

(

６)
｢

小
田
原
な
る
古
稀
庵
に
常
磐
会
を
催
さ
る
。
列
席
し
て
午
餐
、
晩
餐
の
饗
応
を
受
く
。
古
稀
庵
の
記
を
作
る
こ
と
を
嘱
せ
ら
る
。｣

(｢�
外
日
記｣

一
九
○
九
年
二
月
二
十
一
日)

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
五
一



(

７)

注

(

５)

に
同
じ
。

(
８)

｢

く
ら
た｣

は

｢

蔵
多｣

・｢

倉
田｣

両
方
の
表
記
が
あ
る
。

(
９)

｢

私
の
一
家
は
四
十
二
年
の
夏
、
林
町
八
番
地
の
家
か
ら
同
じ
町
内
の
百
八
十
三
番
地
の
や
や
広
い
家
へ
移
っ
た
が
、
そ
の
は
っ
き
り
し
た
月
日
が

判
ら
な
い
。｣

(『

柏
亭
自
伝』)

。
た
だ
し
一
九
○
九
年
七
月
二
日
付
、�
外
宛
柏
亭
書
簡
に

｢

先
夜
は
参
堂
御
邪
魔
申
上
候

転
居
御
報
申
上
候｣

と

転
居
通
知
が
な
さ
れ
て
お
り
、
同
葉
書
に
あ
る
彼
の
住
所

｢

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
林
町
百
八
十
三
番
地｣

は
住
所
印
が
使
用
さ
れ
て
い
る

(

前
掲

『

森

�
外
宛
書
簡
集
２

〈

あ

い〉

編』)

。

な
お
、
柏
亭
石
井
満
吉
を
編
集
兼
発
行
人
と
す
る

『

方
寸』

奥
付
記
載
の
彼
の
住
所
は
、
一
九
○
九

(

明
治
四
十
二)

年
五
月
発
行
の
第
三
巻
第
四

号
ま
で
は

｢

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
林
町
八
番
地｣

で
あ
る
が
、
同
年
七
月
発
行
の
第
三
巻
第
五
号
か
ら

｢

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
林
町
百
八
十
三
番
地｣

と
な
る
。

(

10)

原
文

｢F
estspiele

aufgef� hrt
zu

E
hren

R
obert

K
ochs

im
T
heater

K
abuki

am
16ten

Juni
1908.｣

は
、『

細
菌
学
雑
誌』

(

一
九
○
八

年
八
月
、
臨
時
増
刊

｢

ロ
オ
ベ
ル
ト
・
コ
ツ
ホ
氏
歓
迎
記
念
号｣)

に
掲
載
。
現

『�
外
全
集』

第
二
十
六
巻
、
収
録
。

(

11)

一
九
一
○

(

明
治
四
十
三)

年
十
二
月
七
日
付�
外
宛
葉
書

(

本
文
印
刷)

に
お
い
て
、
柏
亭
は
次
の
よ
う
に
自
身
の
渡
欧
を
告
げ
て
い
る
。

拝
啓
小
生
儀
来
る
十
日
午
前
八
時
二
十
分
新
橋
発
仏
国
汽
船

｢

ポ
リ
ネ
シ
ア
ン｣

に
て
欧
州
漫
遊
の
途
に
就
く
こ
と
ゝ
相
成
候

出
発
前
一
々

拝
趨
の
暇
無
之
乍
略
儀
以
端
書
右
御
通
知
申
上
候

旅
中
或
は
音
信
怠
り
候
や
も
図
り
難
く
小
生
折
々
の
消
息
は
何
卒

｢

東
京
朝
日｣

｢

方
寸｣

｢

美
術
新
報｣

等
に
て
御
承
知
被
下
度
願
上
候

尚
小
生
留
守
宅
は
従
前
の
通
り
に
御
座
候

匆
々

十
二
月
七
日

(

12)

読
売
記
事
は
以
下
に

｢

蛙
鳴
く
田
端
の
里
、
…｣

と
い
う

｢
洒
落
文｣

を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
る
に
こ
の
一
文
は

｢

天
然
自
笑
軒
引
札｣

と
題
さ
れ

て
、
現

『�
外
全
集』

第
三
十
八
巻
に
、�
外
作
成
の
も
の
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る

(｢

執
筆
年
次
、
出
所
等
不
明
。
前
回
全
集
所
収
本
文
に
拠
り
、

仮
に
雑
纂
の
末
に
附
し
た
。｣

同
巻

｢

後
記｣)

。
し
か
し
な
が
ら
当
該
記
事
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は�
外
作
成
の
も
の
で
は
な
く
、
俳
人
・
岡

野
知
十

(

一
八
六
○

一
九
三
二)

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
一
文
は
、『�
外
全
集』

か
ら
は
省
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
五
二



【

資
料
１】

小
出
粲

『

梔
花
拾
遺』

冒
頭
部

＊
最
終
行
に

｢

を
し
ふ
ね
の｣

と
あ
る
。

�
外
、
高
蔭
、
そ
し
て
柏
亭

一
五
三



【

資
料
２】

『

読
売
新
聞』

一
九
一
○

(

明
治
四
十
三)

年
十
二
月
二
十
三
日
三
面

＊
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
岡
山
高
蔭
関
係
に
関
し
て
、
本
学
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
・
松
村
茂
樹
教
授
よ
り
様
々
な
ご
教
示
を
賜
り
ま

し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

一
五
四


